
 
 

        

 

一
五
市
町
村
長

が
日
本
原
燃
に 

要
請
文 

  
三
月
八
日
、
本
県
沿
岸

部
市
町
村
長
は
六
ヶ
所

核
燃
再
処
理
に
つ
い
て
岩

手
県
内
で
説
明
会
を
開

催
す
る
よ
う
求
め
る
要

請
文
を
日
本
原
燃(
株)

に

送
り
ま
し
た
。
要
請
文
は
、

洋
野
町
か
ら
高
田
市
ま

で
の
一
二
市
町
村
と
遠

野
、
住
田
町
、
川
井
村
の

首
長
の
連
名
で
、
「
岩
手

県
沿
岸
の
多
く
の
漁
業

者
、
住
民
か
ら
海
洋
汚

染
や
海
産
物
へ
の
影
響
を

懸
念
し
て
、
具
体
的
な
説

明
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
市
町
村

と
も
憂
慮
し
て
お
り
、
青

森
県
、
六
ヶ
所
村
と
安
全

協
定
を
結
ぶ
前
に
岩
手

県
沿
岸
の
複
数
の
会
場

で
説
明
会
を
開
催
す
る

よ
う
強
く
要
請
す
る
」
と

い
う
内
容
で
す
。  

 

県
民
の
疑
問
に
充
分
答

え
ら
れ
る
説
明
会
に 

 
｢

岩
手
の
会｣

が
要
請 

 

「
三
陸
の
海
を
放
射
能

か
ら
守
る
岩
手
の
会
」
の

六
人
は
三
月
十
日
岩
手

県
庁
を
訪
れ
、
県
環
境

保
全
課
の
熊
田
淳
総
括

課
長
に
「
県
民
の
疑
問
に

充
分
答
え
ら
れ
る
よ
う

な
説
明
会
」
と
す
る
よ
う

要
請
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
岩
手
の
会
の
六
人
は
、

事
業
者
の
主
催
す
る
説

明
会
で
は
、
一
方
的
説
明

に
終
始
し
、
我
々
の
質
問

に
答
え
な
い
懸
念
が
あ
る
。

県
の
主
催
す
る
説
明
会

を
開
き
、
内
陸
部
の
市
町

村
で
も
開
催
す
る
こ
と

や
、
誠
実
な
質
疑
応
答

で
県
民
の
疑
問
に
答
え
る

も
の
と
な
る
よ
う
に
求
め

ま
し
た
。
熊
田
課
長
は

「
県
主
催
の
説
明
会
は
考

え
て
い
な
い
。
説
明
責
任

は
原
燃
に
あ
る
」
と
答
え

ま
し
た
。 

 

岩
手
県
東
京
事
務
所
へ

首
都
圏
消
費
者
団
体

要
請
行
動 

東
京
周
辺
の
消
費
者
団

体
の
代
表
八
人
が
、
三
月

八
日
、
永
田
町
の
岩
手
県

東
京
事
務
所
を
訪
れ
、
「
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
お
い
し

い
三
陸
の
魚

を
食
べ
続
け

る
た
め
に
、

岩
手
県
は
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

増
田
知
事
は

三
陸
の
海
を

守
る
た
め
に

日

本

原

燃

や
青
森
県
に

強
い
姿
勢
で
働
き
か
け
て
ほ

し
い
」
と
す
る
要
請
文
を
手

渡
し
ま
し
た
。
要
請
書
に
名

前
を
連
ね
た
の
は 

「
ふ
ぇ
み

ん
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
」
、
「
日

本
消
費
者
連
盟
」
、
「
大
地

を
守
る
会
」
な
ど
二
十
一
団

体
、
二
十
一
人
。
青
森
県
と

宮
城
県
事
務
所
に
も
要
請

し
ま
し
た
。 

 岩
手
県
大
阪
事
務
所

で
も
要
請
行
動 

 

三
月
一
日
岩
手
県
大
阪

事
務
所
に
も
近
畿
圏
の
消

費
者
団
体
等
の
代
表
八
人

が
訪
れ
、
三
陸
の
海
産
物
を

放
射
能
か
ら
守
る
よ
う
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
要
請
を

行
っ
た
の
は 

六
千
五
百
人

の
会
員
を
擁
す
る
「
安
全
食

品
連
絡
会
」
を
は
じ
め
十
三

団
体
で
、
青
森
、
宮
城
の
大

阪
事
務
所
も
訪
れ
ま
し
た
。 

 

宮
城
県
本
吉
町
で 

漁
民
が
要
望
書 

 

宮
城
県
本
吉
町
で
、
三
月

七
日
、
漁
業
者
有
志
が
「
再

処
理
工
場
が
操
業
す
る
と

放
射
能
汚
染
が
心
配
さ
れ

る
」
と
し
て
町
長
と
町
議
会

に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。 
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岩
手
県
が
原
燃
に 

説
明
会
の
要
請
文
送
付 

三
月
八
日 

 

二
月
二
八
日
の
岩
手
県
議
会
に
お
け
る
増
田
知
事
の

「
日
本
原
燃
が
本
県
漁
業
者
に
対
し
て
説
明
の
機
会
を
設

け
る
よ
う
要
請
す
る
」と
の
答
弁
を
受
け
て
三
月
九
日
予

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
小
原
宣
良
議
員
（
政
和
・
社
民

ク
ラ
ブ
）
が
、
説
明
方
法
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
生
活
保
全
課
熊
田
久
総
括
課
長
は
「
早
急
に
説

明
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
知
事
名
で
要
請
し
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。 



 
 

 

  
 

              

 

イ
ギ
リ
ス
の
再
処
理
工
場

周
辺
の
白
血
病
や
小
児
ガ

ン
の
罹
患
率
は
周
辺
の
十
倍

多
い
と
い
う
こ
と
は
英
政
府

も
認
め
て
い
ま
す
。
「
ウ
イ
ル

ス
説
」
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。 

人
体
内
部
に
取
り
込
ま
れ

た
プ
ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム
な
ど
の
放

射
能
微
粒
子
は
、
成
長
や

生
殖
に
関
わ
る
細
胞
の
遺

伝
子
を
欠
損
さ
せ
ま
す
。

安
全
性
の
計
算
に
赤
ち
ゃ

ん
や
子
供
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
数
値
を
使
い
ま
し
た

か
？ 

 
 

 

常
識
か
ら
し
て
、
「
飲
ん

だ
ら
四
万
七
千
人
が
死
ぬ
」

ほ
ど
の
毒
物
を
、
海
に
流
し

て
よ
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。  

原
燃
自
身
が
作
製
し
た
「
事

業
計
画
書
」
か
ら
計
算
し
た

一
年
間
に
流
す
放
射
性
毒

物
の
量
で
す
。
「
こ
れ
は
、
本

当
な
の
か
！
？
」
と
い
う
私

た
ち
の
何
回
も
の
質
問
に
、

原
燃
は
何
ら
反
論
も
せ
ず

「
（
流
し
て
も
）
大
量
の
海
水

で
薄
ま
る
か
ら
安
全
」
と
答

え
る
の
み
で
す
。 

 

放
出
さ
れ
る
の
は
通
常
原

発
の
「
温
排
水
」
で
は
な
く 

毒
液
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
・

ア
ー
グ
再
処
理
工
場
の
海

底
放
出
口
の
放
射
能
は 

通

常
の
海
水
の
千
七
百
万
倍

あ
り
、
近
寄
る
こ
と
も
危
険

な
状
態
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。 

こ
の
放
射
能
が
、
越

前
ク
ラ
ゲ
が
示
す
よ
う
に
、

南
下
す
る
海
流
に
の
っ
て
、

三
陸
海
岸
に
流
れ
着
く
こ

と
を
認
め
ま
す
か
？ 

 

海
底
の
放
出
口
で
は 

も

の
す
ご
い
濃
度
の
放
射
能
液

な
の
に
、
（
陸
上
の
）
六
ヶ
所

工
場
周
辺
で
は
、
年
間
０
．

０
２
２
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
想

定
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
計
算
す
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
数
値
に
な
り
ま
す

か
？ 

工
場
周
辺
の
み
で
は

な
く
、
人
間
の
住
む
地
域
や
、

海
域
の
全
て
に
つ
い
て
測
定

し
算
出
し
、
公
表
す
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

海
底
に
放
出
し
て
、
陸
上

に
住
む
人
が
浴
び
る
放
射

線
が
少
な
い
か
ら
安
全
と
は
、

海
が
ど
う
な
っ
て
も
構
わ
な

い
の
で
す
か 

 
 

三
陸
の
海
は
、
世
界
的

な
漁
場
で
あ
り
、
日
本
国

民
の
食
物
の
供
給
源
で
す
。

き
れ
い
な
自
然
の
海
水
が
海

の
生
物
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

ワ
カ
メ
・
ホ
タ
テ
・
ウ
ニ
な
ど

が
養
殖
さ
れ
、
全
国
の
消
費

者
の
高
い
評
価
を
受
け
て
来

ま
し
た
。
環
境
評
価
さ
え
し

な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？ 

  
 

放
射
能
粒
子
は
海
底
に

蓄
積
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
放

射
線
を
出
し
続
け
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
。
海
藻

や
魚
の
食
物
連
鎖
に
よ
っ
て

濃
縮
さ
れ
、
人
間
の
体
に
入

り
ま
す
。
子
供
や
胎
児
は
、

最
も
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
ま
す
。 

 

ト
リ
チ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素
、
セ

シ
ウ
ム
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
人
体
に

影
響
の
あ
る
全
て
の
核
種
に

つ
い
て
監
視
さ
れ
る
体
制
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。 

 
 

放
射
能
放
出
の
「
濃
度

基
準
」
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 
 

沿
岸
住
民
、
全
国
の
消

費
者
の
健
康
調
査
の
体
制

は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

実
際
に
汚
染
が
確
認
さ

れ
た
り
、
「
風
評
被
害
」
が

起
こ
っ
た
と
き
、
岩
手
県
の

漁
民
へ
の
補
償
は
ど
う
な
る

の
で
す
か
？ 

誰
が
責
任
を

取
っ
て
く
れ
る
の
で
す
か
。 

 
 

 
 

 
 

（ま
と
め
・
尚
） 

質
問
２ 

経
口
致
死
量

四
万
七
千
人
分
の
多
量

の
放
射
能
を
本
当
に
流

す
の
で
す
か
？ 

質
問
３ 

「
工
場
周
辺
で

は
自
然
放
射
能
よ
り
も

低
い
」
と
想
定
し
て
い
ま

す
が 

ど
の
よ
う
な
計

算
に
よ
り
ま
す
か
？ 

質
問
１
、
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル

ド
周
辺
で
小
児
ガ
ン
が

十
倍
に
増
え
た
と
い
い
ま

す
が
本
当
で
す
か
？ 

質
問
４ 

 

三
陸
の
海

域
の
環
境
評
価
を
な
ぜ

や
ら
な
い
の
で
す
か
？ 

質
問
５ 

監
視
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
？ 

質
問
６ 

万
一
の
場
合
の

補
償
は
？ 


